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【
募
金
局
】
被
災
義
援
金
の

送
付
に
つ
い
て
（
報
告
）

皆
様
よ
り
ご
協
力
い
た
だ

き
ま
し
た
被
災
義
援
金
に
つ

き
ま
し
て
日
本
赤
十
字
社
に

第
１
回
の
送
金
を
４
月
１５

日
、
行
い
ま
し
た
。

ご
支
援
ご
協
力
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後
も

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

（
関
連
記
事
１２
面
）

〈
専
修
大
学
ペ
ア
レ
ン
ツ

フ
ェ
ア
開
催
〉

受
験
生
の
保
護
者
の
方
を

対
象
に
本
学
を
よ
り
深
く
理

解
し
て
い
た
だ
く
「
専
修
大

学
ペ
ア
レ
ン
ツ
フ
ェ
ア
」
を

開
催
し
ま
す
。
受
験
生
の
参

加
も
可
能
。
キ
ャ
ン
パ
ス
見

学
は
在
学
生
が
案
内
し
ま

す
。

《
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
》
５
月

８
日（
日
）、１１
時
か
ら
１３
時

《
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
》
５
月

１４
日（
土
）、１３
時
か
ら
１５
時

※
詳
細
は
入
学
セ
ン
タ
ー
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
。

〈
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
公
開
講
座
「
Ｔ
Ｈ
Ｅ
寺

子
屋
Ⅸ
―
初
級
・
中
級
」〉

初
級
は
古
文
書
に
挑
戦
し

た
い
方
向
け
、
中
級
は
古
文

書
解
読
か
ら
出
発
し
、
文
面

・
行
間
か
ら
読
み
取
れ
る
近

世
・
近
代
社
会
の
特
色
を
紹

介
す
る
講
座
。

初
級
は
５
月
２０
日
か
ら
６

月
２４
日
の
毎
週
金
曜
全
６

回
。
中
級
は
５
月
１９
日
か
ら

６
月
２３
日
の
毎
週
木
曜
全
６

回
。
い
ず
れ
も
１８
時
か
ら
１９

時
３０
分
、
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ

ン
パ
ス
で
。
詳
細
は
エ
ク
ス

テ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
。

【
経
済
学
部
】

教
授
・
「
資
本
主
義
発
展
の
理
論
」

准
教
授
・
「
日
本
経
済
史
」

【
法
学
部
】

教
授
・
「
会
社
法
概
論
」

【
経
営
学
部
】

教
授
・
「
経
営
入
門
Ｂ
」

准
教
授
・
「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

入
門
１
・
２
」

【
商
学
部
】

教
授
・
「
原
価
計
算
論
・
原
価

管
理
論
」

准
教
授
・
「
現
代
経
済
」

講
師
・
「
健
康
科
学
論
」

【
文
学
部
】

准
教
授
・
「
ア
ジ
ア
文
化
史
」

講
師
・
「
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
」

【
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

情
報
学
部
】

講
師
・
「
映
像
表
現
」

【
法
科
大
学
院
】

教
授
・
「
労
働
法
Ｉ
（
基
本
領

域
）」

准
教
授
・
「
人
権
の
基
礎
理
論
」

講
師
・
「
民
事
法
総
合
演
習
Ⅱ

（
民
事
責
任
法
）」

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報
学
部
２

年
次
で
学
ぶ
コ
ン
テ
ン
ツ
デ
ザ

イ
ン
応
用
演
習
は
、
２
０
０
６

年
度
か
ら
多
摩
区
の
登
戸
小
学

校
の
協
力
を
得
て
、
ユ
ー
ザ
を

意
識
し
た
実
践
的
な
演
習
を
行

っ
て
い
る
。

２
０
１
０
年
度
は
、
多
摩
区

・
３
大
学
連
携
事
業
の
一
環
と

し
て
２
年
次
生
３４
人
（
現
３
年

次
）
が
、
小
学
校
５
年
生
の
理

科
「
流
れ
る
水
の
は
た
ら
き
」

の
理
解
を
助
け
る
た
め
の
８
つ

の
体
験
型
学
習
教
材
を
制
作

し
、
昨
年
１２
月
に
同
小
学
校
で

学
生
た
ち
が
授
業
を
行
っ
た

（
本
紙
４
８
２
号
・
４
８
４
号

既
報
）。

こ
の
ほ
ど
、
制
作
の
プ
ロ
セ

ス
と
成
果
を
ま
と
め
た
冊
子
が

完
成
し
４
月
８
日
、
多
摩
区
役

所
で
上
平
崇
仁
准
教
授
と
栗
芝

正
臣
准
教
授
が
門
ノ
沢
俊
明
多

摩
区
長
ら
に
「
多
摩
川
周
辺
地

域
住
民
の
た
め
の
体
験
型
河
川

学
習
コ
ン
テ
ン
ツ
の
開
発
」
の

報
告
を
行
い
、
冊
子
を
手
渡
し

た
∥
写
真
。

上
平
准
教
授
は
「
東

日
本
大
震
災
の
影
響

で
、
予
定
さ
れ
て
い
た

発
表
会
が
中
止
と
な

り
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
に
貢
献
す
る
と
い

う
当
初
の
目
標
が
果
た

せ
な
か
っ
た
と
い
う
反

省
が
あ
る
。
二
ケ
領
せ

せ
ら
ぎ
館
の
よ
う
な
施

設
で
の
展
示
や
、
地
域

イ
ベ
ン
ト
で
体
験
し
て

も
ら
う
機
会
な
ど
が
あ
れ
ば
、

よ
り
広
く
成
果
を
伝
え
ら
れ
た

と
思
う
」
と
反
省
点
を
述
べ
、

門
ノ
沢
区
長
は
「
小
学
生
に
と

っ
て
、
大
学
生
と
触
れ
合
っ
て

学
ぶ
と
い
う
こ
と
は
貴
重
な
経

験
だ
っ
た
と
思
う
。
地
域
の
方

に
も
体
験
し

て
も
ら
う
機

会
に
つ
い
て

は
、
今
後
検

討
し
た
い
」

と
述
べ
た
。

栗
芝
准
教
授
は
「
今
回
は
次

世
代
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
と
し

て
注
目
さ
れ
て
い
る
フ
ィ
ジ
カ

ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
技
術

を
取
り
入
れ
て
制
作
し
た
。
実

際
に
使
っ
て
学
ん
だ
児
童
た
ち

の
満
足
そ
う
な
様
子
に
、
学
生

た
ち
の
学
習
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

も
上
が
っ
た
と
思
う
。
冊
子
は

多
摩
区
の
ほ
か
の
小
学
校
の
先

生
た
ち
に
も
ぜ
ひ
活
用
し
て
い

た
だ
き
た
い
」と
話
し
て
い
る
。

国
際
交
流
協
定
校
で
あ
る

中
国
の
西
北
大
学
で
２
月
２５

日
、
文
化
講
演
会
が
開
催
さ

れ
、
土
屋
昌
明
経
済
学
部
教

授
と
矢
野
建
一
文
学
部
教
授

が
大
学
院
生
、
学
生
ら
１
０

０
人
を
前
に
講
演
し
た
。

本
学
大
学
院
が
発
見
に
大

き
な
役
割
を
果
た
し
た
「
遣

唐
使
・
井
真
成
墓
誌
」
（
２

０
０
４
年
、
西
安
郊
外
で
発

見
）
の
両
大
学
共
同
研
究

は
、
「
古
代
東

ア
ジ
ア
世
界
史

と
留
学
生
」
プ

ロ
ジ
ェ
ク

ト

（
０７
年
～
１１
年

度
文
部
科
学
省

オ
ー
プ
ン
・
リ

サ
ー
チ
・
セ
ン

タ
ー
整
備

事

業
）
と
し
て
現

在
も
継
続
中
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
か
か
わ
り

の
深
い
張
弘
教
授
が
こ
の
ほ

ど
西
北
大
学
文
学
院
長
（
学

部
長
）
に
な
り
、
氏
の
招
き

で
講
演
会
開
催
と
な
っ
た
。

矢
野
教
授
は
「
日
中
天
壇

考
」
と
題
し
講
演
、
中
国
と

日
本
の
天
壇
（
皇
帝
が
天
に

さ
い

し

対
し
て
祭
祀
を
行
っ
た
宗
教

的
施
設
∥
祭
壇
）
に
つ
い
て

比
較
し
た
。

土
屋
教
授
の
講
演
は
「
我

与
西
安
的
縁
故
」
（
私
と
西

安
と
の
か
か
わ
り
）
。
西
安

に
滞
在
し
た
体
験
を
基
に
、

中
国
語
と
日
本
語
の
違
い
を

語
っ
た
。

講
演
を
聴
い
た
参
加
者
は

古
典
な
ど
文
学
を
専
攻
し
て

い
る
学
生
た
ち
。
日
本
の
文

学
、
文
化
、歴
史
に
詳
し
く
、

熱
心
に
聴
講
し
活
発
な
質
問

を
寄
せ
た
。

専
修
大
学
か
ら
３
月
２３
日

付
で
次
の
２
氏
に
学
位
が
授

与
さ
れ
た
（
氏
名
に
続
き
、

学
位
の
種
類
・
学
位
請
求
論

文
名
）。

柳
生

剛
志
氏

博
士
（
文
学
）

「
タ
ケ
ミ
カ
ヅ
チ
の
誕
生
」

大
西

淳
也
氏

博
士
（
商
学
）

「
公
的
組
織
の
管
理
会
計
―

効
果
性
重
視
の
公
共
経
営
を

め
ざ
し
て
」

《
事
務
室
の
移
転
》

【
生
田
就
職
課
（
資
料
室
含

む
）
、
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン

セ
ン
タ
ー
、
生
田
経
理
課
】

４
月
２５
日
か
ら
図
書
館
生

田
分
館
１
階
に
一
時
移
転
し

ま
す
。
証
紙
券
売
機
は
１０
号

館
１
階
情
報
コ
ア
ゾ
ー
ン

横
、
及
び
学
生
生
活
課
前
に

移
設
し
ま
す
。

【
生
田
教
務
課
（
第
２
事
務

室
・
Ｆ
Ｄ
事
務
室
含
む
）
】

５
月
６
日
か
ら
１０
号
館
１

階
情
報
コ
ア
ゾ
ー
ン
に
一
時

移
転
し
ま
す
。

【
生
田
学
生
相
談
室
】

４
号
館
学
生
生
活
課
内
に

一
時
移
転
し
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
に
被
災
さ

れ
、
そ
の
影
響
に
よ
り
今
年

度
の
修
学
が
困
難
と
な
り
、

４
月
か
ら
休
学
を
希
望
す
る

方
は
４
月
３０
日
ま
で
に
各
窓

口
（
教
務
課
・
二
部
事
務
課

大
学
院
事
務
課
・
法
科
大
学

院
事
務
課
）
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

状
況
に
よ
り
、
学
費
免
除

等
の
特
例
措
置
の
取
り
扱
い

を
い
た
し
ま
す
。

こ
の
た
び
の
東
日
本
大
震

災
で
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
心

よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま

す
。震

災
の
影
響
な
ど
を
考
慮

し
、
青
森
県
・
岩
手
県
・
宮

城
県
・
福
島
県
・
茨
城
県
に

お
住
ま
い
の
保
護
者
の
方
に

つ
き
ま
し
て
は
、
学
費
振
込

用
紙
の
発
送
を
延
期
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
が
、

５
月
２５
日
に
発
送
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

経
理
課
（
神
田
）
☎
０３
（
３

２
６
５
）
３
９
７
９

経
理
課
（
生
田
）☎
０４４
（
９１１
）

１
２
５
１

本
学
で
は
、
こ
の
た
び
の
東
日
本
大
震
災
で

被
災
さ
れ
た
２
０
１
１
年
度
入
学
予
定
者
の
方

で
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
で
当
該
年
度
の
修
学
が

困
難
と
な
り
、
２
０
１
２
年
度
か
ら
の
入
学
を

希
望
す
る
場
合
は
、
以
下
の
と
お
り
入
学
時
期

を
延
期
す
る
こ
と
が
で
き
る
特
例
措
置
を
講
じ

る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

１
・
対
象
者

①
２
０
１
１
年
度
入
学
手
続
者
（
入
学
手
続
を

完
了
し
た
方
）

②
２
０
１
１
年
度
入
学
延
期
手
続
者
（
延
期
手

続
を
取
り
、
入
学
手
続
を
取
れ
な
か
っ
た
方
）

③
以
下
の
入
学
試
験
制
度
で
、
入
学
手
続
を
取

れ
な
か
っ
た
方

・
２
０
１
１
年
度
一
般
後
期
入
学
試
験

・
２
０
１
１
年
度
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
利

用
後
期
入
学
試
験

・
２
０
１
１
年
度
二
部
一
般
入
学
試
験

２
・
手
続
方
法

本
人
・
保
証
人
連
署
の
願
書
（
所
定
用
紙
）

お
よ
び
罹
災
証
明
書
の
提
出
が
必
要
と
な
り
ま

す
。な

お
、
罹
災
証
明
書
の
提
出
が
困
難
な
場
合

に
は
、
個
別
に
対
応
い
た
し
ま
す
。

３
・
申
請
期
限

２
０
１
１
年
６
月
３０
日
（
木
）

４
・
問
い
合
わ
せ
先

入
学
手
続
係
（
経
理
課
）
☎
０３
（
３
２
６
５
）

３
９
７
９

新
聞
記
者
３５
年
の
取
材
活
動

を
振
り
返
り
、
日
本
国
憲
法
と

の
か
か
わ
り
を
記
し
た
。

「
晶
子
と
ト
ル
ス
ト
イ
―
日

本
国
憲
法
九
条
の
源
流
―
」
に

始
ま
る
９
章
か
ら
な
る
旅
は
、

海
外
へ
も
飛
ぶ
。

中
国
と
サ
ハ
リ
ン
残
留
者
、

ナ
チ
ス
ド
イ
ツ
の
絶
滅
政
策
、

軍
備
を
持
た
な
い
中
米
コ
ス
タ

リ
カ
、
司
法
の
市
民
参
加
、
ハ

ン
セ
ン
病
、
昭
和
天
皇
崩
御
。

取
材
の
中
心
に
あ
っ
た
の
が
憲

法
だ
っ
た
。

終
章
「
憲
法
と
メ
デ
ィ
ア
」

で
は
、
か
つ
て
戦
争
へ
の
道

で
、
「
新
聞
は
ど
こ
で
間
違
っ

て
し
ま
っ
た
の
か
」
「
ど
う
す

れ
ば
戦
争
を
避
け
ら
れ
た
の

か
」
答
え
を
探
す
。

満
州
事
変
を
契
機
に
、
日
本

の
新
聞
は
揃
っ
て
戦
争
を
容

認
、や
が
て
推
進
者
と
な
っ
た
。

天
皇
主
権
の
下
、
言
論
の
自

由
が
臣
民
の
法
律
の
範
囲
内
の

権
利
に
過
ぎ
な
か
っ
た
、
新
聞

が
国
益
を
背
負
っ
て
し
ま
っ

た
、
右
翼
に
よ
る
攻
撃
…
…
。

今
、
国
民
主
権
に
変
わ
り
、

言
論
の
自
由
は
基
本
的
人
権
と

な
り
、
軍
部
は
憲
法
上
存
在
し

な
い
。
し
か
し
メ
デ
ィ
ア
の
私

企
業
性
、
日
常
の
情
報
源
へ
の

過
剰
な
配
慮
な
ど
の
体
質
は
、

ほ
と
ん
ど
変
わ
っ
て
い
な
い
。

護
る
べ
き
は
日
本
国
憲
法
体
制

で
あ
り
、
変
え
て
い
く
べ
き
は

メ
デ
ィ
ア
の
体
質
と
指
摘
す

る
。
（
花
伝
社
・
本
体
１
８
０

０
円
＋
税
）

著
者
（
ふ
じ
も
り
・
け
ん
）

∥
文
学
部
教
授
。
主
な
担
当
は

新
聞
学
。

あ ごう たか のり

吾郷 貴紀

新新専専任任教教員員 紹紹介介

多
摩
区
・
３
大
学
連
携
事
業

多
摩
区
・
３
大
学
連
携
事
業

氏名・職名・主な担当科目

日
本
国
憲
法
の
旅

「多摩川周辺地域住民のための
体験型河川学習コンテンツの開発」

（敬称略）

とみ かわ まさ みつ

富川 理充

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報
学
部
の

成
果
を
多
摩
区
長
に
報
告

藤
森

研
著

し が み わ こ

志賀美和子

にっ た しげる

新田 滋

あい ざわ かつ じ

相澤 勝治

まつ ざわ ゆう さく

松沢 裕作

▲

イ
ラ
ス
ト
は
甲
斐
美
咲
さ
ん（
ネ
ッ
ト
情
報
３
）

「「
東東
日日
本本
大大
震震
災災
」」
にに
伴伴
うう

休休
学学
のの
特特
例例
措措
置置
にに
つつ
いい
てて

で ぐち まさ よし

出口 正義

ふじ はら まさ ひと

藤原 正仁

土
屋
・
矢
野
両
教
授
が

中
国
・
西
北
大
で
講
演

▲ 大西氏（左）と柳生氏

学
生
１
０
０
人
が
熱
心
に
聴
講

いま い まさ かず

今井 雅和

こ みや ふみ と

小宮 文人

学
費
振
込
に
つ
い
て

きむ そん す

金 成洙

―
青
森
・
岩
手
・
宮
城
・
福
島
・

茨
城
県
に
お
住
ま
い
の
保
護
者
の
方
へ
―

た しろ あ き

田代 亜紀

▲ 左から王維坤・西北大学教

授、矢野教授、法光華西北

大学学長、土屋教授

おお さわ いっ ぺい

大澤 逸平

たて べ ひろ あき

建部 宏明

学

位

授

与

「東日本大震災」に伴う入学時期延期の特例措置について「東日本大震災」に伴う入学時期延期の特例措置について
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